



















































































































ぷ ー あ る
洱地区で採取される大葉の茶葉を原料に、発酵させて作ら
れる。プ アール茶には、圧縮するタイプのプ アール茶と圧縮しな
いタイプのプーアル茶の2種類ある。「生茶」と「熟茶」とも言う。
生茶は自然発酵した茶を指す。熟茶は発酵を促進し、発酵具合
をコントロールするなどして作る茶である。
③草花の使用により、雲南の食は味、色、香りなどより一層豊
かになったと考えられる。
「滇
でん
菜
つぁい
」（雲南料理）
　中国では、「川菜＝四川料理」、「粤菜＝広東料理」、「沪菜＝上
海料理」、「鲁菜＝山東料理」や「京菜＝北京料理」などがよく知ら
れている。最近、「滇菜」という表現がマスメディアを中心に頻繁
に用いられるようになった。しかし「滇菜」とは何を指すのか、ど
のような独自の調理法があるのか、統一された認識が乏しいの
ではないかと考える。これまで概観してきたように、雲南の食文
化は多様性がその特徴である。だが、中国において雲南の食文
化の研究は発展しているとは言い難いのが現状である。
雲南の食文化が直面する課題とその解決策
　ここまで、雲南における食文化や料理の特徴を概観してきた。
ここからは雲南の食文化が直面する課題を明らかにし、最後に
解決策を提示したい。
　まず、雲南の多様な食文化は以下のような課題に直面してい
る。
a. 食品安全にまつわる管理体制
　中心的課題は原材料の基礎構成、材料の追跡システム管理、
検査基準の迅速な設置と導入、食品安全の事前警告装置完備、
標準及び違法など規律上の法執行、消費者の食品安全性に対す
る意識教化である。
b. 企業における管理水準
　企業内の食品安全管理体制、企業の管理運営能力、専門的
経営者グル プーと職員の経営手腕、これらが整備されなければ
企業経営レベルの改善は期待されない。食文化の多様性保護に
対する企業の意識もあまり高くない点も問題である。
c. 独自の食文化の継承維持
　食材の開発、生産工程、料理の洗練、ブランド化が不十分で
ある。独自の食文化の特徴は十分に発信されてこなかったので
ある。今後、雲南の食文化の発展及び維持継承が重点的課題と
なる。
　では最後に、これらの課題に対する対策案を述べたい。
①食品安全モデル地域の設置
　実施に当たり、3つの段階を経なければならない。宣伝と動員
の段階、設置の段階、設置承認に向けた概略説明の段階である。
まず、小規模な食品店や飲食店などの食品管理者の統一化を重
点的に行い、雲南省全域での統一化の総合的展開を図る。試行
錯誤を積み重ね、省内の各地域が食品安全モデル地域と同等の
基準を満たし、漸進的に食品安全にまつわる組織構造を形成す
るため、政府の推進、企業の協力、そしてすべての国民の参与
が必要である。さらに適切かつ安全で、信頼性のある食の購買
環境も雲南省において積極的に構築されるべきである。
②伝統的かつ有名な雲南食品会社の奨励
　食料マーケットにおける原材料の価格高騰など激しい競争下
で、雲南の歴史ある著名な食品メーカーはなおさら脆弱な状況
にある。政府の支援も十分ではない。地方政府は雲南の伝統的
企業の発展を精力的に進める必要があり、国内だけでなく外国
132 中国における食品の安全・安心
市場における競争へ参入するよう奨励しなければならない。
③雲南における食文化の非物質文化遺産保護の促進
　雲南省では自然食文化の保護活動が停滞している。環境博物
館や郷土資料館の設立には未だに資金が保証されていない。特
にここで指摘しなければならないのは、遺産の保全と保護に際
し、少数民族（特に文化の継承者たち）の意思及び文化について
の主張の尊重である。
④継続型革新と中国学術研究機関の運用（例；雲南研究開発セ
ンター）
　継続的革新は外食産業発展の源である。雲南料理は外食産業
において独自性を表現し、革新し続けなければならない。人々
の嗜好の変化は食品サービス業の盛衰を左右するが、伝統と現
代との適切な融合は企業存続に不可欠である。革新なしに品質、
製造技術は変化しないのは最大の欠陥である。流行や時代の動
向を常に掴む必要性がある。雲南研究開発センターやその他学
術研究機関が精力的に活動し、革新、改良を継続しつつ雲南料
理の発展に尽力しなければならない。
　ここで強調したいのは、博物館、研究センターを創設し保護
に従事することも大切だが、保護活動家やその経験者たちと対
話し、経験者を中心として、地域住民と共に問題の解決策を練
ることも重要と思われる。つまり、可能な限り食文化を地域にお
いて、そして地域主体に考え、保護活動を実践すべきである。ま
た、民族や地方による積極的に発信も重要である。
（思沁夫訳）
